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指導主事

本講座の目的

背景と目的

GIGAスクール構想の進展等により、教育データ利活用の拡大が見込まれます。

この講座では、さらなる教育の質向上に向けて、教育データを効果的に収集・分析し

政策や実践に活用するための基礎知識や取組例を紹介します。

対象：これからデータ活用に取り組む教育委員会の担当者（主に小・中学校段階）

教育委員会担当者に求められるデータ活用力

１ データを解釈する ←今回（第１部）

２ データを目的に応じて可視化する

３ 課題解決のため、データを取得・分析する



データ活用の意義

•従来は学校での教員の実感や見取りによる
経験知が中心

•主観的になってしまうことも

データ活用の限界

データ活用の意義と限界

•数値（データ）で単純に把握しきれないものも多い
•例えば学力や社会情緒的能力
•基本的には測定できるデータで代替していることが多い

•データで、経験知では見えてこなかった客観的
な実態が見えることも

•客観的に「見える化」できる
•経験知を補強できる

•経験知とデータ活用による知見を組み合わせ
ることが重要

•経験知にもデータ活用にも、それぞれの
良さがあるので併用することが望ましい

•指標化した数値の達成が目的化しがち
→本来の目的に立ち返る
•手段が目的になってない？
•望ましくない活用とならない？

•数値化したデータが本来測るべきものとズレることも
→できるだけ多角的に分析
•データで測れているものは？
•捉えられていない要素は？



本講座の内容

■ データの読み取り

■ データの読み取りにあたっての留意事項



■ データの読み取り



～ ある市の指導主事が気になっていること ～

域内の学校の学力を把握したい。
全国学力・学習状況調査の結果が返ってきたときに平均正答率
は見ているけれど、他にデータから分かることはあるのかな。

学校のどのような取組が学力向上につながっているのか、
調査結果から把握できないだろうか。



平均正答数と中央値 ～全国学力・学習状況調査結果（概況）より～

同じ平均正答数で、
中央値が異なる（10点）

正答数分布グラフ

平均正答数とは、
各児童の正答数を合計し
児童の人数で割った値

中央値とは、
各児童の正答数を大きさ順に

並べて中央にくる値

11点8点 13点 16点5点



A学校とB学校では

同じ平均正答数であっても

ばらつきは異なる

標準偏差

標準偏差の計算方法
① 各児童の正答数と平均正答数の差を2乗し、

（２乗しないと、②で合計する時に値が「０」になってしまうため）
② ①の全児童分を合計して全児童数で割り、
③ 正の平方根をとる。（①で２乗したので元の単位に戻す）

2乗

-3 -1
1 3

-3 -1 1 3 9 1 1 9

20÷４人＝５

√５ ≒ 2.2

B学校の各児童の
平均正答数との差

標準偏差とは、
集団のデータの平均値からの離れ具合
（ばらつきの度合い）を表す数値



四分位範囲（ばらつきの別の見かた）

四分位とは、
各児童の正答数を大きさ順に並べて、
児童数で四等分した時の区切り値

11点

8点

13点

第2四分位

第1四分位

第3四分位

第1四分位 第3四分位

13

8



データの分布が特殊な形をしている場合、

(例:データの分布にピークが二つある場合）

平均値、中央値、標準偏差、四分位から、

「全体」の状況を読み取りづらい。

問題別調査結果

解答類型の割合

（例:ある事項を理解していないため、
正答と誤答が分かれた設問）

〇〇



全国学力・学習状況調査結果の詳細データ

問題別調査結果

学習指導要領の領域・
評価の観点・問題形式
ごとの平均正答率、

問題別の
正答率・無解答率

問題別調査結果

解答類型別の割合

〇〇

〇〇

学校質問紙調査

指導や取組の状況

児童質問紙調査

学習意欲や
学習習慣生活習慣等

児童質問紙調査

回答ごとの学力の違い

質問紙調査
（経年変化）〇〇

〇〇



変数２

変
数
１

相関係数で、二つの変数の関係を見る。

全国学力・学習状況調査の詳細データでは、児童生徒質問紙の回答（変数１）ごと

の各教科の平均正答率（変数２）の相関係数が記載（既に計算）されていますの

で、読み取ってみてください。

➢ 値がプラスであれば散布図は右上がり、
マイナスであれば右下がり傾向となる。

➢二つの変数の（直線状の）関係の強さ
を、 -1～＋１の範囲で表す。-1 -0.7          0      0.7 1

相関なし
（負の）
相関強い

（正の）
相関強い

※変数の例として、

国語の平均正答率（変数１）、算数の平均正答率（変数２）など。



相関係数が二つの変数の関係を正しく反映しない代表例

相関係数が低くても
関係がある場合

授業の難易度

意

欲

複数のまとまりがあるため全体
で相関が高く計算される場合

身 長

学

力

←３年生

6年生→

外れ値の影響を
受けている場合

外れ値→



指導主事

傾向の把握

学校のどのような取組が学力向上につながっているのか、
調査結果から把握できないだろうか。

「学校質問紙」の取組に
関する回答から、
傾向を把握する例

他の
学力調査結果

日々の学力状況、

児童生徒の状況

地域の特性

・・・

市が持っている
他のデータ

など



■データの読み取りにあたっての留意事項



質問紙調査の回答のバイアス

など

肯定的選択肢が選ばれやすい

前の質問が、次の質問の回答に影響する

質問文が回答を誘導している



異なる階級幅
（同じデータ）

✖

軸の値を
途中で省略

不適切なデータ表記に基づく解釈の誤り

R1年
5月

不用意な切り取り

R3年
11月

R3年
5月

R3年
11月

R3年
5月

①データの切り取り

②グラフの歪み

授業が楽しいと回答した
児童数

Ａ市 150人 50％（全児童数300人）
Ｂ市 80人 80%（全児童数100人）

（実数） （割合）③実数と割合



学部
全体 男性 女性

志願者数 合格率 志願者数 合格率 志願者数 合格率

A 933 64% 825 62% 108 82%

B 918 35% 325 37% 593 34%

Total 1851 50% 1150 55% 701 41%

Simpsonのパラドックス

カリフォルニア大学バークレー校の入試の結果 ,女性の方が合格率が低い, ➡差別？

全体 男性 女性

志願者数 合格率 志願者数 合格率 志願者数 合格率

12,763 41% 8,442 44% 4,321 35%

※上の表は、志願者の最も多い２つの学部を見ています。

593

女性は、合格率の低い
難関学科に多く志願している35%



本講座のまとめ

データの読み取り

データの読み取りにあたっての留意事項

⚫学力調査の結果などのデータの全体の傾向を読み取るときに参考となる値

・データ全体の代表的な値を表す「平均正答数」や「中央値」

・データのばらつきを示す「標準偏差」と「四分位」

・二つの変数の関係をみる「相関係数」

⚫実際の分布や詳細データの確認、また、質問紙調査の結果や他の調査データ

などその他の情報も踏まえて傾向を捉え、分析することが重要

⚫データによる把握の難しさ（単純に計測できないものをデータで把握するとき）

⚫不適切なデータ表記による解釈の誤りについての注意

⚫データの多角的な読み取りの必要性




